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【背景・目的】

　医学教育において，学生の学習意欲を維持・向上させ，
実践的な知識の習得を支援することは極めて重要である。
特に，解剖学教育における医療手技の基本の理解と体験に
関しては，最新の手術手技のシミュレーションや学生同士
のアクティブラーニングが有効であると私たちは仮定し
た。しかし，この手法には授業時間数の上限や教員数の確
保というカリキュラム上の問題に加え，ホルマリン固定に
よって硬化した実習体では実践可能な手術手技が制限され
るという問題が存在し，多くの手術手技については導入が
困難であった。これらの問題に対処するため，私たちは限
られた授業数の中でも実施可能なアクティブラーニングの
形式及び手術技術について検討し，ピロリドン固定法の併
用により多くの手技を実践することで，解剖学教育へのア
クティブラーニング型実習の導入法を研究した。

【準備・手法】

　手技の習得にあたり，実際の臨床現場で活躍する医師の
指導下で最新の手法を体験した。気管挿管の手技において
は，約120名の学生が互いに指導し合うため，事前に選出
されたスチューデントティーチャー 10名が医師の直接指
導によって手技を学び，担当する学生に指導できるよう備
えた。学生が実際に気管挿管を行う様子を図１に示す。ま
た，ピロリドン固定法の採用を通じて，より生体に近似し
た状態で実践可能な手技を検討した。

解剖学教育における臨床手技のアクティブラーニング型実習の導入と実践

【結果・考察】

　スチューデントティーチャーの育成により，学生同士が
教え合う形でほとんどの学生が短時間で気管挿管の手技を
習得できた。
　また，気管切開，胃癌摘出術，星状神経節ブロック，マ
イクロサージェリー（血管吻合）に加え，ピロリドン固定
法の採用により，皮膚縫合（埋没縫合）や開胸心臓マッサー
ジなどの手技も参加した学生がしっかりと実践・習得でき
た。
　手技の実践による解剖学的構造の理解は，学生に求めら
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図１　気管挿管を行う学生



s26 飯　塚　悠　太　ほか � 杏林医会誌　55巻2号

れる知識と技能の迅速な習得に貢献するものであり，この
教育形式の広範な応用が期待される。手技の実践が解剖学
的理解に役立つものであったか，学生が評価した結果を（図
２）に示す。
　また，この手法の成功は，十分な実習スペース，手術器
具，専門技術を有する指導医による少人数制の指導環境の
整備が背景にある。それには相応のコストが伴うが，実際
に手技を体験できた診療科への学生の関心の高まりは顕著
であり，様々な診療科の指導と解剖学実習との連携が，学
生のキャリア選択や学習意欲向上に貢献する可能性も示し
ている。
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図２　学生に対するアンケート結果


